




























































































































17 篇は時代設定が明記されておらず、他の 51 篇には、時代が応仁の乱（1467


















































































































































































































































化圏の説話世界』所収　竹林舎　2010 年 4 月）
②松田修　『新版　日本近世文学の成立――異端の系譜――』第Ⅱ部第二章「『浮世物語』の挫折――
仮名草子における批判的リアリズム」　法政大学出版局　1982 年 7 月
③花田富二夫　『仮名草子研究　説話とその周辺』第二部第一章「警世・批評の文学」二「伽婢子の






⑥本文と書き下し文の引用は早川智美　『金鰲新話訳注と研究』　和泉書院　2009 年 6 月　による。
⑦趙賢姫「『剪灯新話』の「人鬼交歓譚」をめぐって――金鰲新話・仮名草子・雨月物語の比較」　
『文学・語学』第 176 号　2003 年 5 月




⑩江本裕校訂　東洋文庫本『伽婢子』解説　　平凡社　1988 年 2 月
⑪書き下しは渡辺守邦　「『五朝小説』と『伽婢子』」（一～四）（『実践国文学』　70 ～ 73 巻）による。
＊討議要旨
鈴木淳氏は、『剪灯新話』から文人意識に対する批判を読みとることができる（発表資料一枚目）
との意見をふまえ、浅井了意の『伽婢子』には文人意識が見られるのかと質問した。それに対し発表
者は、浅井了意のころは文人が主に儒学者を指すので、彼の作品に文人意識を求めることはできない
と考えている、と述べた。中嶋隆氏は、花田富二夫氏が「当時の一般的な認識」とまとめた、浅井了
意の漠然とした批判性を詳しく考察すべきであると助言した。続けて中嶋氏は、『伽婢子』から武田
信玄への批判を読み取ることができる、という発表者の見方に関して、近世初期に刊行された『甲陽
軍艦』で武田信玄が理想化されていたのに対し、あえて『伽婢子』では信玄を悪者として書いた点に
了意のある意識が働いているのではとの見解を提示した。さらに氏は、先の討議にあったように、了
意がいわゆる中国の文人意識を理解していたとは思わないが、知識人として漠然と侍に対立意識をも
っていたことだろう、と述べた。
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